


14歳で津軽三味線全国大会最年少優勝後、3連覇。2007年17歳
でメジャーデビューし、アメリカ、ヨーロッパ、北中南米、アジア各国
など様々な国でコンサートツアーを実施。民謡、Classic、Rock、
Jazz、Pops、フラメンコなどジャンルにとらわれない演奏スタイルに
より、山下洋輔、Antonio Rey 、yamaなど、様 な々アーティストとの
共演を重ねる。自身のアルバムでは世界的なミュージシャンとの創

作にも取り組み、ジャズ界の巨匠 Will Leeや、同じくジャズ界の若きスタープレイヤー、Marcus Gilmore、グラ
ミー賞に輝いたRichard Stoltzmanらとアルバムを制作。近年では、ラジオDJや、NHK民謡番組の放送作家と
しても活躍。また日本各地の民謡を現代の感覚で作編曲する「MIKAGE PROJECT」でワールド
ツアーを行い新たな音楽シーンを切り拓いている。

6歳より津軽三味線を始め、幼少の頃より数 の々津軽三味線大会で優勝する等、純邦楽界で高い評価を受ける。2000年に本格的に
ソロライブ活動を開始し、ニューヨーク、ニューオリンズで地元ミュージシャンとセッションも行う。帰国後デビューアルバムの制作に入り、
1stアルバム『AGATSUMA』と6thアルバム『〇－エン－』は日本ゴールド・ディスク大賞の純邦楽アルバム・オブ・ザ・イヤーを受賞した。
2ndアルバム『BEAMS ～AGATSUMAII』は全米リリースされ、アメリカ、EU、アフリカ等、世界3５ヵ国以上で公演を行っている。内閣
総理大臣主催の「TOKYO2020公式夕食会」、「第5回アフリカ開発会議 公式首脳晩餐会」において演奏を披露。2014年には津軽三
味線奏者として初めて歌舞伎の本興行（主演：市川海老蔵）にも参加。舞台、映画、ドラマ、日本国内外の様 な々シーンへの楽曲提供
もしている。近年ではカザフスタンでの「2017年アスタナ万博」にてプロデュース公演を行い、中国では単独公演の実施や大型フェス
への出演も果たした。伝統をふまえながら時代に応じた感性を加え、ジャンルや国境を越える活動で津軽三味線の"伝統と革新"を追
求し続けている。また、日本全国の小学校において日本の伝統音楽の魅力を伝える授業を行っており、次世代への文化伝
承にも力を注ぐ多岐にわたる活動は、三味線奏者として開拓の第一人者と言える存在である。


